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東海大学湘南キ ャ ン パ ス の 雪 が 積も りに くい 事 と謎 の 海陸風 的 日変化 の 関係

＊ 中村敏行 （東海大学教養学部）、松島和宏 （東海大学工 学研 究 科）、三村和 男 （東海 大学教養学部）

1 ．は じめ に

　東海 大学 湘南キ ャ ン パ ス 周 辺 （以 下 、東海大）

は 昔 か ら積雪 が 少 な い こ とで 知 られ て い る。 1

998 年 1 月 8 日 と 15 日 に 関東地方 に 記録 的

な大雪 が 降 っ た時 、神 奈川 県各地 で も雪 は 積 も

っ たが、東海大 に は 降雪が あ っ たもの の 雪 は 積

もらな か っ た。そ こ で 、雪が降 っ た 日 の 1 月 1

5 日の 気 温 と風 の 変動 を 見 た と こ ろ、横浜 で は

降雪時間内 に気温 の 低下 と北風 が 見 られ た が 、

東海 大 で は急激な気温 の 上 昇 と南風 が 観測 され

た。 こ の 観 測結果 な どを も とに 横浜 と東海 大 に

つ い て詳 し く解析する 事と した 。

　 ま ず、東海大 と 横浜 の 地 理 的差 を浮 きぼ りに

す る た め 、日変化 を見 る と、 日 平均値 に っ い て

東海 大 は わ ず か な が ら南 風 、横 浜 は 強 い 北風 と

い う差 は あ る が 、 日変化 パ タ ー
ン は い ず れ も昼

に 南 風 、夜 に 北風 とい う共 通 の 海陸 風 的変 動 が

見 られ た。冬 に も 関 わ らず 、海 陸 風 的 な の が 、

不 思議 な の で 解析 範囲 を広げ、 1998 年 か ら

2000 年 ま で の 各地 の ア メ ダ ス デ
ー

タ を 使 っ

て 解析を 行 い 、こ の 謎 の 海陸風 的 日 変化 に っ い

て 深 く調査 し た。雪 の 積 も り に くい 直接的 な原

因 は雪 が とけ る ため、積も らな い 訳 で あ る が 、
こ の よ り深 い 原因 を 探る こ とが 目的で ある。
2 ．海風 指標

　 本研究 で は海陸風 を本州 の よ うに大規模 な陸

地 の 中心部 に 向か っ て 吹 くもの と考 え、基準地

と風 観測地 を定め て 調査 を行 っ た 。 基準地 は 本

州 の 中心 で あ る松 本を 選 ん だ 。 また 、観測 地 点

と して は東海大、東海大 付近 の 横浜 、海 老 名 、

辻 堂 （以下、横 浜周辺〉、太平洋側 の 目立、日本

海側 の 柏崎 な ど関東 地方や H 本海 沿岸 の 各地点

を 選 ん だ 。 海風 の 定義 を観測地 か ら 基準地 （松

本 〉 に 向 か っ て 吹 く風 ど し、そ の 逆 を 陸 風 と し

た 上 で ア メ ダ ス デ ータ を 用 い て 海風指標 を作 り、

観測 地毎 に 各 日の 目 変化 か ら 日平 均値 を差 し 引

い て 海 風 指標 の 日偏 差 を 求 め た。一
般 的な海 陸

風 的 日偏差 は 日中に 海風 （海 風 指標プ ラ ス ）、夜

間 は陸風 （海風指標 マ イ ナ ス ） とな る もの で あ

る。そ の 結果、わか っ た 事 は 観測 地点、年度、
季節に よ らず海陸 風 的 日偏差 が見 られ る 事 で あ

っ た （図 1 ＞。さらに、そ の 強 さは観測地 の 天候

よ り、む しろ基準地 の 日照時 間の 方が大 き く依

存 して い る事 がわか っ た 。 観測地 の 天候 が悪 い

日々 を選ん で も、月平均 と して は 海陸風的 目偏

差 が 見 られ る 事 か ら、関東 地 方 に 大 雪 が 降っ た

当 日 に も海 陸風的 日偏差 が存在 し た と仮定 し て 、

（あ る 特定 の 日 の ア メ ダス デ
ータ）＝ （高 ・低

気圧 の 風 ） ＋ （月 平均海 陸風 的 日偏差） ＋ （観

測地 の 地 形効果） と考え て 、降雪 の あ っ た 日 の 地

形 効 果 を 調 査 し た。高 ・低気圧 の 風 は地衡風 と し

て 天 気 図上 か ら読 み とっ た風速 ベ ク トル を 1！10
倍 し たもの に す る 事 と し た 。

3 ．地形効果

　図 2・の 観測デ
ー

タ に 注 目する と、東海大で は

海陸風 的 日偏差が見 られ る が、横浜 で は 反海陸

風的 日偏差 が 見 られ た。 こ の 違 い を作 り出 し た

もの は 観損1」地 の 地形効果 と考 え られ る。そ こ で 、

横浜 と東海大 の 地形効果を比 較する と、横浜 で

は 反海陸風 で あ る が 東海大 で は特 に 目立 っ た傾

向が 認 め られな い 事 が わ か っ た。また、低気庄

通過前後 12 時 間 の 地 形効果 の 総和 を 見 る と、

横浜周 辺 で は 日平均 、 地形効果 、 偏差 が 大 き く

陸 風 に 寄 与す る が、
’
東海大 、日 立、柏崎 で は 地

形 効果 は 小 さか っ た 。っ ま り、東海大 が 特 殊 で

雪 が 積 も りに くい とい うよ りは む し ろ、横浜周

辺 の 神奈川 東部が南岸 低気 圧 の 通 過 時 に 陸 風

（北 よ り）の 地形効果 が 大 きい た め、雪 が 積も

りや す い 事が考 え られ る。

こ れ は 1 月 8 日に も同様 な傾 向が 見 られ た。

図 1 、1998 年 松本基準 年間平均海風指標
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図 2 、1998 年 1 月 15 日 松本基準　海風指標
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